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令和７年度 知立小学校学校評価 ～アンケート結果・分析～ について 

 

知立市立知立小学校長  伊 藤 雅 彦   

 

 

 日頃より本校の教育活動に対しまして、ご理解とご協力をいただきありがとうございます。 

今年度も皆様にアンケートのご協力いただき、私たちの活動を振り返る機会とさせていただきまし

た。そのアンケート結果がまとまり、分析を行いましたのでお伝えします。この結果をもとに、今後 

の知立小学校の教育活動に生かしてまいります。ご協力ありがとうございました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭数配付 

調査目的：児童がより良い教育活動等を享受できるよう、学校運営の改善と発展を目指す

ための資料とする。 

調査時期：令和７年１２月～令和８年 1月 

調査方法：スマートフォンや学習用端末タブレットを活用したアンケート 

活用方法：結果について分析し、今後の知立小学校の教育活動に生かす。 

 

調査対象 回答数・回答率 

         児童（３～６年生） ９５．９％（ 在籍数 538、有効回答数 516 ） 

         保護者（全員）    回答数 476 （ 無記名方式  児童数 9  家庭数 614 ） 



令和７年度知立小学校学校評価－ アンケート結果 － について 

Ⅰ 本校の教育目標１ 「進んで勉強する子」 について                

  回答  １そう思わない  ２あまりそう思わない  ３ややそう思う   ４そう思う 

 

問２ 「本をよく読みますか」について、児童（3～6年生 以下同じ）の 60%が「読む」「とても読

む」と肯定的に回答しています。昨年度は 58％だったので、若干増えています。 

情報機器の普及により、読書に親しむ児童の割合が減少傾向で活字離れが進んでいることがうかが

えます。読書をとおして語彙力や表現力、情景描写や登場人物の心情を読み取る力、創造力などさま

ざまな力を培うことができます。静かに本に向かう時間は落ち着いて学習に臨む姿勢づくりにも役立

ちます。ご家庭で本にふれ合う機会をより多く設けていただければと思います。 

 

問３ 「授業は楽しくわかりやすいか」について、児童の 83%が「そう思う」「ややそう思う」と肯定的

に回答しています。昨年度の結果は 81％であり、若干増加しています。また、3％の児童が「全く分

からない」「楽しくない」と答えています。（昨年度は 4％） 

児童一人一人を丁寧に見守り、その子にとっての課題はなんなのか明確にし、見通しをもって指

導、支援をしていきたいと思います。また、さらなる授業改善を図り、児童の学習に対する意欲を引

き出す魅力的な授業、「わかる・楽しい」授業の構築を心掛けていきたいと思います。 

 



 

問５ 「意欲的に授業に取り組んでいますか」について、児童の 55%が「そう思う」「ややそう思う」と

肯定的に回答しています。昨年度の結果は 54％であり、依然として半数程度です。保護者の皆様も児

童と同じような傾向です。授業改善、児童一人一人の支援を再度見直し、「わかる・楽しい」授業の

構築を心掛け、児童の意欲を向上させる工夫をしていきたいと考えています。 

 

 

Ⅱ 本校の教育目標２ 「思いやりのある子」 について               

   回答  １そう思わない  ２あまりそう思わない  ３ややそう思う   ４そう思う 

 

問８ 「すすんであいさつをしていますか」について、児童の 86%が「している」「とてもしている」と

肯定的に回答していて、昨年度の 87％より１ポイント減少しています。令和 5年度も 89％だったこ

とを考えると、年々減少傾向です。 



本校では、「おあさご運動」（おはよう・ありがとう・さようなら・ごめんなさい）を、児童会が中

心となり、長年自主的に取り組み、今年で 50年を迎えています。人と人がつながるために、挨拶は

とても大切です。全ての子が笑顔で挨拶ができるように、私たち教職員も率先垂範して挨拶を行って

いきたいと思います。ご家庭でも子どもたちの挨拶を振り返る機会を設けていただければ幸いです。 

 

問９ 「だれとでも仲良くしていますか」という質問に、「している」「とてもしている」と肯定的に答

えた児童の割合は、86％でした。昨年度は 93％だったことを考えると、かなり減少しています。 

情報機器の発展に伴い、コミュニケーション能力の低下により友達とのトラブルになることが多い

と言われています。今後は、コミュニケーション能力を向上させるための授業改善や、「特別の教科 

道徳」の時間を大切にし、思いやりの心や周りの人と助け合おうとする気持ちを、学校教育全体で育

んでいきたいと思います。また本校は、人権教育推進校でもあります。仲間と互いを認め合い、人権

意識をもって行動できるよう促していきたいと思います。 

 

Ⅲ 本校の教育目標３「力いっぱい運動する子」（体力づくり、外遊びの充実）について  

  回答  １そう思わない  ２あまりそう思わない  ３ややそう思う   ４そう思う  

 



 

 

問 11 問 12 問 13 児童は学校でも、家でも外で元気よく遊ぶ児童が多いと感じます。ただ、「放課に

は外で元気よく遊びますか」という質問に、「よく遊んでいる」「遊んでいる」と肯定的に答えた児童

は 66％でした。昨年度より 2％向上していますが、教室でタブレットを使って休み時間を過ごしてい

る児童も見受けられます。学校での体力づくり、放課での外遊びの役割は大切だと感じていま

す。学校でも、外で体を動かしたり遊んだりする活動を重視し、児童の体力向上、生涯にわたっ

て運動に親しむ下地を培っていきたいと考えます。 

 

Ⅳ 家庭・地域との連携、安心・安全について                     

   回答  １そう思わない  ２あまりそう思わない  ３ややそう思う   ４そう思う 

 

問 14 「たよりなどで学校の様子はわかりますか」という質問に、「そう思う」「ややそう思う」と肯定

的に答えた保護者は 73％でした。昨年度は、88％であり大きく減少しました。学校の様子を保護者の

皆様に知っていただくことは、ご協力・ご支援をいただく上でとても大切だと思います。ホームペー

ジ、学校だより、学年だより等で、学校の様子をしっかり伝えていけるよう努めてまいります。 

 

 



 

問 15 「お家の人に学校であったことをよく話していますか」という質問に、「話している」「よく話し

ている」と肯定的に答えた児童は 73％、保護者は 79％でした。昨年度は、児童 75％、保護者 75％で

あり、児童、保護者共に大きな変化はありませんでした。 

保護者の皆様も日々忙しいと思いますが、ご家庭でお子様に学校のことをお尋ねいただけるとあり

がたいです。お子様のことに興味をもって聞いてくださるだけで、「認められている」と感じると思

います。学校でのお子様の頑張りを認めてあげてください。また、学校で子どもたちが感じること

は、楽しいことばかりではないかもしれません。そんな時に、おうちの方の前向きなお声がけが、子

どもたちの支えになります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

問 16 知立小あんしんサポート隊の人は児童をよく見てくれていますかという質問に、見てくれている

と肯定的に答えた児童は 93％、保護者は 91％であった。（昨年度は児童 94％、保護者 92％）大きな

変化は見られませんでした。 

  知立小学校では、学区の皆様のボランティアにより「知立小あんしんサポート隊」の活動が行わ

れ、子どもたちの地域での安全を見守っていただいています。黄色いベスト、緑のベスト、ジャンバ

ーが目印です。サポート隊の方の活動について、学校では「感謝の会」などで児童に知らせていま

す。発足から１０年以上が過ぎた現在､「知立小あんしんサポート隊」については、保護者隊員の減

少と地域隊員の高齢化が進んできました。新たにご参加いただける方の募集を随時行っています。ご

協力をお願いいたします。興味・関心がある方は、教頭までご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅴ その他                                      

  回答  １そう思わない  ２あまりそう思わない  ３ややそう思う   ４そう思う  

 

問 17 「学校は楽しいですか」という質問に、「そう思う」「ややそう思う」と肯定的に答えた児童は

82％、保護者は 86％でした。昨年度は、児童 85％、保護者 85％であり、児童、保護者共に大きな変

化はありませんでした。 

  ただ、児童の 5％、保護者の 4％が楽しくないと答えています。全ての児童が「学校は楽しい」と

思っていただけるよう、授業や行事、休み時間等、学校生活が楽しく過ごせるよう教職員一同改善に

努めていきたいと思います。 

 

 

問 19 「先生は自分の話をよく聞いてくれますか」という質問に、「そう思う」「とてもそう思う」と肯

定的に答えた児童は 89％、保護者は 82％でした。（昨年度は、児童が 92％、保護者が 86％）昨年よ

り、児童、保護者共に減りました。 

多くの児童や保護者に肯定的な回答をいただきましたが、「もっと見てほしい、聞いてほしい」と

感じている子もいます。教員はこれまで以上に児童一人一人を温かく見守り、事があれば素早く対応

するよう努めていきたいと思います。 

 

 

 



 

 

 

 

 

今回のアンケート結果を生かし、本校の学校教育活動を見直し、改善を図っていきたいと考えます。

保護者の皆様方のさらなるご理解とご協力をよろしくお願いします。 

 


